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平成２３年２月７日に栃木県宇都宮市で発生した突風について 
（気象庁機動調査班による現地調査の報告） 

 
 
２月７日 14時 20分頃に宇都宮市下栗町で突風が発生し、住家の屋根瓦のめくれなどの
被害が発生した。 
このため８日、宇都宮地方気象台は職員を気象庁機動調査班として派遣し、現地調査を

実施した。 
結果は以下のとおりである。 

 
（１）突風をもたらした現象の種類 

この突風をもたらした現象は、塵旋風と推定した。 
（根拠） 
・ 被害地付近で土ぼこりが巻き上げられながら移動する様子を目撃した証言があった。 
・ 被害や痕跡は断続的であるが線状に分布していた。 
・ 被害の発生時刻に被害地付近には積乱雲は発生しておらず、晴れていた。 

  
（２）強さ（藤田スケール） 

この突風の強さは藤田スケールで F0と推定した。 
（根拠） 
・ 住家の屋根瓦のめくれがあった。 

 
 
 
＊ この資料は、最新の情報により内容の一部訂正や追加をすることがあります。 
 
 

本件の問い合わせ先 
宇都宮地方気象台 防災業務課 
電話０２８－６３５－７２６０ 



 

 

1971 
1992  

 


	気象庁機動調査班（JMA-MOT）現地調査報告.pdf
	参考資料1

